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1． 背景 

細胞や細胞組織など生体試料の機械的特性評価の際、試料に対して大きなダメージを与えず、

可能な限り生理的環境下で観察を行うことは、定量的な評価をするために必要不可欠である。

近年、非破壊で、幅広い観察環境にも対応できる原子間力顕微鏡(AFM)による生体試料の機械

的特性評価が注目を浴びている[1]。AFM はカンチレバー先端に付いた探針を走査させ、nm

オーダーの分解能で試料表面の凹凸を評価する装置だが、レバーのしなりから局所的な弾性

の測定も可能である。生体試料などのソフトマテリアルの場合は、試料の接触面積が探針の

押し込む深さにより変化するので、針先へのビーズの付加[1]や Oliver and Pharrのインデント

モデルなどによる評価が弾性率を定量的に得るのに必要となる[2]。この弾性率の評価は、真

骨魚類の心臓の細胞の運命を決定するメカニズムの解明に役立つと考えられる。特に細胞外

マトリックスの粘弾性が心臓発生に与える影響についてのエビデンスは揃ってきた[3]。そこ

で、真骨魚類であるゼブラフィッシュ成魚の心臓組織の局所的な物性を、AFMを用いて測定

し、心臓の形態変化や細胞の分化と細胞外マトリックスの粘弾性の関係を評価したい。 

2．実験方法 

ゼブラフィッシュ成魚の心臓に固定処理を行い、25 µmの切片を作成した後、液中 AFMによ

り Force curveを測定した。今回、深度の高い PZTスキャナを搭載した島津製作所製 AFMの

SPM9700を用いた。カンチレバーは、NanoAndMore社のレバー先端に 10.8 µmビーズが付い

た CP-PNPL-PS-D (k = 0.08 N/m)を使用した。心臓の弾性率は Oliver and Pharrのインデントモ

デルを用いて、Force curveから見積もった。 

3. 実験結果 

ゼブラフィッシュ成魚の心室、動脈球の測定部

位と Force curveを Fig. 1に示す。 

Fig. 1より各心臓部位の弾性率を調べて比較す

ることで、細胞分化への細胞外マトリックスの

粘弾性の影響について評価し報告する。 
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